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伊
丹
広
報
４
・
５
面

０
４
１
５
０
４
・
０
５

堀
❶
藤
❷
堀
❸
井
❹
堀
❺
井
❻
藤
❼
井
❽
藤
❾
藤
⑩
井
⑪
井
⑫
藤
⑬
藤

健
康

５
月
３
〜
６
日
に
開
設

夜
間
・
休
日
の
応
急
診
療

い
ず
れ
も
５
月
３
〜
６
日
に
開

設
。
開
設
時
間
な
ど
は
、
左
表
の
通

り
。受

診
の
際
は
、
健
康
保
険
証
な
ど

を
必
ず
持
参
し
、
診
療
終
了
時
間
の

３０
分
前
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

病
気
や
け
が
の
際
、
救
急
医
療
機

関
の
案
内
や
気
に
な
る
症
状
、
健
康

相
談
な
ど
は
「
い
た
み
健
康
・
医
療

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
２４
」
�®
０
１
２
０
・

７８３
・
９９０
へ
。

問
❶
市
健
康
政
策
課
。

抗
体
価
が
低
い
か
も
？

風
し
ん
抗
体
検
査
を

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
防
止
の
た

め
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
受
検
を
勧

奨
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
来
年
２
月

末
ま
で
。

対
象
は
、
昭
和
３７
年
４
月
２
日
〜

５４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
（
１

人
１
回
）。

対
象
者
に
送
付
し
て
い
る
「
風
し

ん
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
健
診
や
実
施
医

療
機
関
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
に
提
出
し
、
風
し
ん
の

抗
体
検
査
の
受
検
を
（
無
料
。
要
予

約
）。検査

の
結
果
風
し
ん
抗
体
価
が
基

準
以
下
の
場
合
、
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

転
入
や
同
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
❷
市
母
子
保
健
課
へ
。

はははははははははははははははははは
しししししししししししししししししし
かかかかかかかかかかかかかかかかかか
にににににににににににににににににに
注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意
！！！！！！！！！！！！！！！！！！

はははははははははははははははははは
しししししししししししししししししし
かかかかかかかかかかかかかかかかかか
にににににににににににににににににに
注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意
！！！！！！！！！！！！！！！！！！

はは
しし
かか
にに
注注
意意
！！

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
麻
し
ん

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
急
性
の
感
染
症
で
す
。
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
接
触
・
飛
沫
、
空
気

を
介
し
て
感
染
し
、
免
疫
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
感
染
す
る
と
ほ
ぼ
１００
パ

ー
セ
ン
ト
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
や
東
南
ア
ジ
ア

地
域
な
ど
で
流
行
し
て
い
ま
す
の
で

渡
航
す
る
場
合
は
注
意
を
。

予
防
は
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
子
ど

も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
受
け
忘
れ
が

な
い
か
確
認
を
。

発
熱
・
咳
・
鼻
汁
・
目
の
充
血
・

発
し
ん
な
ど
の
症
状
や
、
麻
し
ん
患

者
と
の
接
触
な
ど
疑
わ
し
い
場
合

は
、
事
前
に
医
療
機
関
に
相
談
し
、

受
診
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
❶
市
健
康
政
策
課
。

生
活
習
慣
見
直
し
の
チ
ャ
ン
ス

健
康
度
ア
ッ
プ
相
談
会

５
月
２９
日
㈬
午
前
９
時
半
〜
１１

時
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
個
別
に

生
活
習
慣
の
悩
み
を
聞
き
ま
す
（
１

人
約
４５
分
）。

健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な

い
、
今
の
生
活
習
慣
で
大
丈
夫
か
な

ど
気
軽
に
相
談
を
。
希
望
者
に
体
組

成
測
定
を
実
施
。

定
員
あ
り
。

	
❶
市
健
康
政
策
課
へ
。
先
着

順
。

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
ド
ナ
ー
に
助
成

本
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
・
末
梢

血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事
業
で
ド

ナ
ー
に
な
っ
た
人
で
、
骨
髄
な
ど
の

提
供
を
行
っ
た
人
に
、
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

助
成
額
は
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
に

か
か
る
通
院
・
入
院
か
面
談
の
日
数

に
２
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
（
１
回

の
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
つ
き
上
限
２０

万
円
）。

	
骨
髄
提
供
日
か
ら
１
年
以
内
に

❶
市
健
康
政
策
課
へ
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
受

診
費
用
助
成
を
廃
止

市
は
、
国
や

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

の
補
助
金
廃
止
に
伴
い
、
後
期
高
齢

者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
を
廃
止
し
ま
す
。

問
市
後
期
医
療
福
祉
課
℡
７８４
・
８

０
４
１
。

フ
レ
イ
ル
予
防
に

い
き
い
き
健
康
大
学

健
康
維
持
に
つ
い
て
学
ぶ
「
い
き

い
き
健
康
大
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
午
後
２
時
（
全
３
回
。

※
は
全
２
回
）。
対
象
６５
歳
以
上
。

１
人
１
コ
ー
ス
ま
で
。
無
料
。

★
寝
た
き
り
予
防
の
筋
活
コ
ー
ス

【
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
】
▽
日
程



６
月
１０
・
１７
・
２４
日
の
月
曜
▽
定

員


２４
人
。

【
神
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
】
▽
日
程



８
月
２３
・
３０
日
、
９
月
６
日
の
金

曜
▽
定
員


２４
人
。

【
オ
ア
シ
ス
千
歳
（
中
央
４
）】

▽
日
程


１０
月
３１
日
、
１１
月
７
・
１４

日
の
木
曜
▽
定
員


２０
人
。

★
脱
マ
ス
ク
老
け
！
口
元
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
コ
ー
ス

【
市
役
所
】
▽
日
程


７
月
３
・

１０
・
１７
日
の
水
曜
▽
定
員


４０
人
。

【
県
営
野
間
団
地
集
会
室
（
野
間

北
４
）】
▽
日
程


１１
月
１２
・
１９
・

２６
日
の
火
曜
▽
定
員


３０
人
。

★
身
近
な
話
題
詰
め
込
み
コ
ー
ス

【
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
】
▽
日
程


６

月
１３
・
２０
・
２７
日
の
木
曜
▽
定
員



５０
人
。

【
い
た
み
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
】
▽

日
程


１０
月
１
・
８
・
１５
日
の
火
曜

▽
定
員


４０
人
。

★
※
お
と
な
の
脳
活
コ
ー
ス

【
き
ら
ら
ホ
ー
ル
】
▽
日
程


７

月
５
・
１２
日
の
金
曜
▽
定
員
５０
人
。

【
東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
】
▽
日

程


１０
月
１７
・
２４
日
の
木
曜
▽
定
員



５０
人
。

＊

＊

	
４
月
１５
日
か
ら
市
介
護
保
険
課

℡
７８４
・
８
０
３
７
へ
。
先
着
順
。

★
緑
ケ
丘
体
育
館

プ
ロ
グ
ラ
ム

緑
ケ
丘
体
育
館
で
、
次
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

◆
①
美
ボ
デ
ィ
ー
エ
ク
サ
骨
格
美
人

４
月
１７
・
２４
日
の
水
曜
、
午
後
７
時

１５
分
。

体
の
ゆ
が
み
を
整
え
な
が
ら
筋
力

・
美
容
の
維
持
向
上
。

ズ

ン

バ

◆
②
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
®

４
月
１９
・
２６

日
の
金
曜
、
午
前
９
時
半
。

ラ
テ
ン
系
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊

り
汗
を
流
す
。

◆
③
ヨ
ガ

４
月
１９
・
２６
日
の
金

曜
、
午
前
１０
時
５０
分
。

め
い
そ
う

呼
吸
法
や
瞑
想
を
丁
寧
に
行
う
初

心
者
向
け
の
ヨ
ガ
。

＊

＊

対
象
・
定
員
は
高
校
生
以
上
①
各

２５
人
②
③
各
１５
人
。

参
加
料
各
千
円
。

	
各
開
催
日
に
直
接
、
緑
ケ
丘
体

育
館
（
℡
７７０
・
４
４
０
１
）
へ
。
先

着
順
。

市保健センター
❶市健康政策課
℡７８４－８０８０ ファクス ７８４－３２８１
❷市母子保健課
℡７８４－８０３４ ファクス ７８４－３２８１

休日・夜間の診療
【内科】❸休日応急診療所
℡７８４－８１７１ ファクス ７８４－８１４１
�土曜＝１８ ：００～２１ ：００�日曜、祝日
＝９ ：００～１２ ：００／１８ ：００～２１ ：００

こうくう

【歯科】❹市口腔保健センター
℡・ファクス７８３－００７８
�日曜、祝日＝９ ：００～１２ ：００
（受け付けは１１ ：３０まで）
【小児科】❺阪神北広域こども急病センター
℡７７０－９９８８ ファクス ７７０－９９０５
�平日＝１９ ：３０（診察は２０ ：００から）～
翌６ ：３０�土曜＝１４ ：３０（診察は１５ ：００か
ら）～翌６ ：３０�日曜、祝日８ ：３０（診
察は９ ：００から）～翌６ ：３０

いんこう

【眼科・耳鼻咽喉科】休日夜間急病診療所
℡０６－６４３６－８７０１
ファクス０６－６４３１－９３０１
（尼崎市水堂町３－１５－２０）
・眼科�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
・耳鼻咽喉科�土曜＝１８ ：００～２０ ：３０
�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
❻県伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）
℡７８５－９４３７ファクス７７７－４０９１

産後の心身をサポート
利用施設を拡充
産後ケア事業

本市に住民票があり、感染症にり患してい
ないなどの利用条件を満たした人を対象に、
通所や入院で、助産師などが育児相談・授乳
指導など、赤ちゃんとその母親のケアを行い
ます。

【通所型】▷中村産婦人科（宝塚市中筋）▷
伊丹市助産師会委託施設＝小山助産所（西台
１）、うぉーむ助産院（北河原１）――に通
って個別にケアを受けます

【宿泊型】出産後入院を延長か出産施設を退
院後▷市立伊丹病院※▷中村産婦人科▷平野
マタニティクリニック（宝塚市山本東）▷サ
ンタクルスザタカラヅカ（同武庫川町）▷う
ぉーむ助産院――に再入院して宿泊中にケア
を受けます（※は入院延長のみ）

�施設ごとに利用条件あり。利用月齢、利
用料など詳しくは、❷市母子保健課へ。

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

医
療
技
術
部
専
門
技
術
担
当
主
幹

臨
床
工
学
技
士

北
尾

学

皆
さ
ん
は
、
臨
床
工
学
技
士
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
臨
床
工
学

技
士
は
日
々
高
度
化
す
る
医
療
機

器
に
対
応
す
る
た
め
に
誕
生
し
た

国
家
資
格
で
あ
り
、
医
学
的
・
工

学
的
な
知
識
を
持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
す
。

現
在
、
市
立
伊
丹
病
院
の
臨
床

工
学
技
士
は
主
な
業
務
内
容
と
し

エ

ク

モ

て
、
人
工
呼
吸
器
や
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
な

ど
生
命
に
直
結
す

る
重
要
な
医
療
機

器
の
操
作
や
保
守

管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
や

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
手
術
の
補
助
業
務
、
血
液
浄
化

業
務
な
ど
幅
広
い
業
務
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
い
の
ち
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
」
と
し
て
皆
さ
ん
に
安
全

・
安
心
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

連休中の応急診療
場所

❸休日応急診療所

❺阪神北広域こども急病セ
ンター

❹口腔保健センター

休日夜間急病診療所
（尼崎市）℡０６-６４３６-８７０１

時間
午前９時～正午、
午後６～９時

午前９時～翌午前７時

午前９時～正午

午前９時～午後４時

科目

内科

小児科

歯科

眼科

耳鼻咽喉科


